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道内唯一の日本式城郭 
松前城の前で

郭
稜
五

蝦夷の城めぐり
今回は北海道・函館と松前を探訪。
北海道の重要拠点として日本の近代史上で大きな存在感を示す
五稜郭と松前城を巡りました。
江戸時代から明治初期の北海道の歴史について
学びを深める研修となりました。

4月にもかかわらず、本
丸に登る山道には雪が
残っていましたが、希
望者のみ本丸をめざし
ました
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お堀から五稜郭タワーを望む

八重桜とたんぽぽが美しい五稜郭

城壁の説明に熱
心に耳を傾ける
参加者

五稜郭の全体図

星形をした「和魂洋才」の象徴 五稜郭

※箱館戦争
　1868（明治元）年に起きた、戊辰戦争最後の戦い。榎本武揚率いる旧幕府
軍が、新政府が置いていた箱館府を占領したことに端を発し、蝦夷地（北海道）
を巡って争うことになりました。
　当初は旧幕府軍が戦況を有利に運んでいたものの、1869（明治2）年に新政
府軍が戦艦の動員と兵力の増強を行ったことによりパワーバランスが逆転。旧
幕府軍に身を寄せていた新撰組副長の土方歳三が戦死するなど、激しく厳しい
戦いを強いられる中、黒田清隆による降伏勧告を旧幕府軍が受け入れたことで、
およそ6カ月間に及ぶ戦争は終結しました。
　なお、開戦時点で箱館をはじめとした蝦夷地の主要部を制圧していた旧幕府

戦のこ。すまいてれわ言とたいてい抱を想構るす立独てしと」国和共夷蝦「、は軍
争の勝敗の行方が変わっていたら、その後の歴史も大きく変わっていたでしょう。

静岡大学名誉教授

小和田　哲男さん

解説
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城
前
松

江戸の街並を再現した松前藩屋敷

お堀越しの松前城

歴史を感じさせる阿吽寺

龍雲院
（国指定重要文化財）　　

法源寺
（山門は国指定
重要文化財）

解説を聞きながら松前城までの坂道を歩く参加者

廻船問屋

商家の様子

遅咲きの桜が満開

※亀甲積み
　石材を加工して積み上げる「切り
込み接ぎ」の一種。ノミで丹念に整
形して六角形の石材をを作り上げ
て隙間なく積んださまが亀の甲羅
の模様のように見えるため、こう呼
ばれます。特徴は、力が均等に分散
するため、崩れにくいこと。中でも
比較的柔らかく加工しやすい緑色
凝灰岩が使用された松前城は、緑
色の石垣に覆われた珍しい城とし
て有名です。

松前藩屋敷
　幕末には世帯数
8,000戸・人口3万人
を数え、仙台以北最
大の都市として栄華
を誇った松前藩の当
時の様子を再現した
のが、松前藩屋敷で
す。奉行所や武家屋
敷、商家からなる14棟
の建物は、北前船によ
る本州との交易で栄
えた当時の文化・風土
をありありと伝えてく
れます。

寺町
　松前城の北側には、道内唯
一の寺町が今なお残されてい
ます。エリア内には国指定の
重要文化財である山門を有す
る龍雲院をはじめ、阿吽寺、法
幢寺、法源寺、光善寺の5つの
寺が現存。歩いて回れる距離
に集まっているので、それぞれ
のお寺が伝える長い歴史を肌
で感じながら歩くことができ
ます。
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